


もくじ

２２　市民のページ　市民のページ

３　３　こうすりゃ～ええ農こうすりゃ～ええ農

４４　予算の執行状況　予算の執行状況

　　／ふるさと応援寄附金寄附状況　　／ふるさと応援寄附金寄附状況

６　６　公文書の公開と保有個人情報の　公文書の公開と保有個人情報の　

　　開示請求の状況　　開示請求の状況

７　７　後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度

８８　　ひととひと・まちとまちをつなぐ芸備線ひととひと・まちとまちをつなぐ芸備線

９　９　芸備線再構築協議会　実証事業芸備線再構築協議会　実証事業

10　10　男女共同参画週間男女共同参画週間

　　／入院時の食事代が変わります　　／入院時の食事代が変わります

11　11　安心・安全な毎日のために安心・安全な毎日のために

　　／ほのぼのネット通信　　／ほのぼのネット通信

1212　てごーす日誌 in 庄原　てごーす日誌 in 庄原

　　／市政トピックス　　／市政トピックス

1414　カメラレポート　カメラレポート

1616　健康広場　健康広場

1717　お知らせ　お知らせ

2424　出張！市政トピックス　出張！市政トピックス

ご
ショット
な みま

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
募
集
中

　

家
族
の
つ
な
が
り
や
子
育
て
の

こ
と
、
地
域
で
の
活
動
、
美
し
い

自
然
風
景
な
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ

た
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
庄

原
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
ま

し
ょ
う
。

　

投
稿
に
は
、「
＃
庄
原
が
好
き
」

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
＃
（
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
）
と
は
、
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
利

用
さ
れ
る
投
稿
タ
グ
で
す
。

　

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
付
け
る
こ
と

で
、
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
含
む
投

稿
を
簡
単
に
検
索
で
き
ま
す
。

「
＃
庄
原
が
好
き
」
の
投
稿
を

紹
介

　

今
回
は
こ
れ
ま
で
投
稿
さ
れ
た
、

「
＃
庄
原
が
好
き
」
の
情
報
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

政
策
企
画
課
関
係
人
口
創
出
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
９

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
暮
ら
し
の　

ス
ト
ー
リ
ー
を
、シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。　

　

今
回
は
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
投
稿
さ
れ
た
、「
＃
庄
原
が
好
き
」

の
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

市 民 の ペ ー ジ

このコーナーでは、
営農指導員から、農業のちょっと
したコツをお知らせします。

97
農業振興課農畜産振興係☎0824-73-1227

父母より：動くの大好き天真らんまんな琥珀くん。いつも楽しい日々をありがとう。元気に大きくなってね。

坂さ
か
ぐ
ち口 

琥こ
は
く珀

く
ん
（
西
本
町
）

Ｒ
７
年
７
月
26
日
生
ま
れ

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・住所・生年月
日・性別・連絡先・お子さんへの
メッセージを添えて、経営戦略
課 ま た は 各 支 所
地 域 振 興 室 ま で
申 し 込 ん で く だ
さ い。郵送、メー
ル（promo@city. 
shobara.lg.jp）で
も受け付けます。メールアドレス

お子さんの写真を
載せてみませんか？Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
投
稿
募
集
中
！

「
＃
庄
原
が
好
き
」で

投
稿
！

@kitajichishinnkouku@takajichishinkouku @rengo_kai

@kimagrechan

@hibagon.village@shobarafan

夏
・
秋
に
植
え
付
け
る
花か

き卉
栽
培

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
栽
培
す
る
花

は
、
暖
地
に
比
べ
種
類
が
限
ら
れ
ま
す

が
、
冷
涼
な
庄
原
で
は
、
そ
の
気
候
を

生
か
し
て
有
利
に
栽
培
で
き
る
花
も
あ

り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
秋
出
荷
の
ス
ト
ッ
ク
は
高

温
下
で
の
育
苗
が
難
し
く
、
涼
し
い
環

境
が
適
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｌ
Ａ
ユ

リ
は
最
も
暑
い
時
期
に
植
え
付
け
を
行

う
た
め
、
冷
涼
な
庄
原
の
気
候
が
強
み

と
な
り
ま
す
。

　

地
域
な
ら
で
は
の
環
境
を
生
か
し
た

花
卉
栽
培
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▪
ス
ト
ッ
ク

①
経
営
上
の
特
性

　

直
売
所
で
販
売
し
や
す
く
、
比
較
的

栽
培
し
や
す
い
花
で
す
。

　

高
温
期
の
育
苗
が
難
し
い
た
め
、
秋

切
花
の
作
型
は
、
庄
原
の
よ
う
な
冷
涼

地
が
栽
培
に
適
し
て
い
ま
す
。

　

八
重
咲
き
を
選
ぶ
「
八
重
鑑
別
」
が

必
要
で
す
。

	

②
定
植
と
管
理

　

高
温
対
策
と
し
て
寒か

ん
れ
い
し
ゃ

冷
紗
で
覆
い
、

定
植
前
に
十
分
水
や
り
を
行
い
、
地
温

６
月
の
主
な
果
菜
類
の
栽
培
管
理

　

６
月
は
暖
か
く
な
り
、
野
菜
の
成
長

が
旺
盛
に
な
る
時
期
で
す
。
ま
た
、
果

菜
類
の
植
え
付
け
が
終
わ
り
、
管
理
作

業
が
中
心
に
な
り
ま
す
。

　

果
菜
類
の
追
肥
、
整
枝
や
誘
引
は
遅

れ
な
い
よ
う
、
限
ら
れ
た
時
間
を
効
率

的
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

１　
追
肥
の
タ
イ
ミ
ン
グ

▪
ナ
ス

　

一
番
果
が
着
果
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で

１
回
目
の
追
肥
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
は
15
～
20
日
お
き
に
窒
素
成

分
で
10
ア
ー
ル
あ
た
り
３
～
４
kg
を
基

準
に
追
肥
を
続
け
ま
す
。

　

初
期
の
追
肥
は
畦
の
肩
に
深
さ
10
㎝

程
度
の
穴
を
開
け
て
施
用
し
ま
す
。

▪
ト
マ
ト

　

１
段
目
の
果
実
が
ピ
ン
ポ
ン
球
大
に

な
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
追
肥
し
ま
す
。

　

ト
マ
ト
の
過
剰
な
窒
素
は
樹
ぼ
け
し

や
す
い
た
め
、控
え
め
に
施
用
し
ま
す
。

▪
キ
ュ
ウ
リ

　

収
穫
開
始
後
、
７
～
10
日
お
き
に
窒

素
成
分
で
10
ア
ー
ル
あ
た
り
１
～
２
kg

を
水
や
り
と
併
せ
て
施
用
し
ま
す
。

　

キ
ュ
ウ
リ
は
成
り
疲
れ
し
や
す
く
、

野
菜
作
り
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

花
作
り
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

営
農
指
導
員　

若わ
か
や
ま山　
　

譲
ゆ
ず
る

追
肥
が
遅
れ
る
と
急
速
に
樹
勢
が
落
ち

ま
す
。

２　
整
枝
・
誘
引
作
業

▪
ナ
ス

　

３
本
仕
立
て
が
標
準
で
す
。
1
番
花

の
直
下
か
ら
伸
び
る
２
本
の
脇
芽
を
残

し
、
そ
れ
以
下
の
脇
芽
は
全
て
摘
み
取

り
ま
す
。

　

主
枝
と
２
本
の
側
枝
を
支
柱
に
誘
引

し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
脇
芽
は
発
見
次

第
摘
み
取
り
ま
す
。

▪
ト
マ
ト

　

主
枝
１
本
仕
立
て
が
基
準
で
す
。
脇

芽
は
５
㎝
以
下
の
段
階
で
摘
み
取
り
ま

す
。
伸
び
す
ぎ
た
脇
芽
を
摘
む
と
、
樹

が
痛
ん
で
生
育
が
停
滞
し
ま
す
。

　

誘
引
は
週
２
回
の
ペ
ー
ス
で
行
い
、

主
枝
を
支
柱
に
ひ
も
な
ど
で
結
び
ま

す
。

▪
キ
ュ
ウ
リ

　

親
づ
る
１
本
仕
立
て
、
ま
た
は
子
づ

る
２
本
仕
立
て
が
一
般
的
で
す
。

　

親
づ
る
仕
立
て
の
場
合
、
５
節
目
ま

で
の
脇
芽
と
雌
花
は
全
て
摘
み
取
り
ま

す
。
６
節
目
以
降
の
脇
芽
は
１
～
２
節

で
摘
心
し
、
果
実
を
１
～
２
個
着
果
さ

せ
ま
す
。

　

キ
ュ
ウ
リ
は
生
育
が
速
い
た
め
、
誘
引

が
遅
れ
る
と
、
つ
る
が
絡
み
合
い
ま
す
。

営
農
指
導
員　

永な
が
お
く奥　
　

啓
は
じ
め

を
下
げ
ま
す
。

　

病
気
は
苗な

え
た
ち
が
れ
び
ょ
う

立
枯
病
、
害
虫
は
ア
ブ
ラ

ム
シ
や
コ
ナ
ガ
に
注
意
し
ま
す
。

	

▪
Ｌ
Ａ
ユ
リ

①
経
営
上
の
特
性

　

丈
夫
で
、
切
り
花
後
の
球
根
を
利
用

し
て
複
数
回
出
荷
で
き
ま
す
。

　

秋
出
荷
の
作
型
は
、
暑
い
時
期
の
植
え

付
け
と
な
る
た
め
、
寒
冷
紗
や
水
や
り
で

涼
し
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

	

②
定
植
と
管
理

　

８
月
頃
に
冷
蔵
球
根
を
植
え
付
け
ま

す
。
高
温
障
害
を
防
ぐ
た
め
、
前
述
し

た
暑
さ
対
策
を
行
い
、
病
気
は
ウ
イ
ル
ス

病
や
葉
枯
れ
病
、
害
虫
は
ユ
リ
ク
ビ
ナ
ガ

ハ
ム
シ
や
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
注
意
し
ま
す
。

	

▪
シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ

①
経
営
上
の
特
性

　

種
子
か
ら
育
て
る
た
め
、
球
根
購
入

費
が
不
要
で
、
栽
培
に
取
り
組
み
や
す

い
ユ
リ
で
す
。
栽
培
方
法
に
よ
っ
て
は

複
数
回
の
切
り
花
も
可
能
で
す
。

	

②
種
ま
き
・
定
植
と
管
理

　

11
月
頃
に
種
ま
き
し
、
４
月
頃
に
定

植
し
ま
す
。

　

肥
料
は
控
え
め
に
与
え
、
生
育
を
見

な
が
ら
追
肥
し
ま
す
。

　

葉
枯
れ
病
予
防
の
た
め
、
定
期
的
な

防
除
が
大
切
で
す
。
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令
和
７
年
度
各
会
計
の
予
算
の
執
行
状
況
（
令
和
８
年
３
月
31
日
現
在
）を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、年
度
は
３
月
末
日
ま
で
で
す
が
、出
納
整
理
は
５
月
31
日
ま
で
行
い
ま

す
の
で
、今
回
お
知
ら
せ
す
る
額
が
そ
の
ま
ま
令
和
７
年
度
の
決
算
額
と
な
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
金
額
は
万
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
の
で
、内
訳
の
合
計
は
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
）

予
算
の
執
行
状
況

財
政
課 

財
政
係 　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
９

■一般会計の収支の状況

■特別会計・企業会計の収支の状況

ふるさと応援寄附金

■基金の現在高

■市税の収入状況

■令和７年度寄附状況 ■「ふるさと応援寄附金」寄附実績【過去10年間の寄附金の推移】

■市債の現在高

350億2,658万円
274億6,984万円 （収入率78.4％）

予 算 額

収入済額
歳 入

350億2,658万円
278億7,136万円 （執行率79.6％）

予 算 額

支出済額
歳 出

使われる
お金

【市民１人当たり】

116.5万円

借りている
お金

【市民１人当たり】

113.1万円
※一般会計

負担する
税金

【市民１人当たり】

12.9万
円

※令和８年３月末現在 人口：30,059人

区　分
特別会計　合計

予　算　額 収入済額と収入率 支出済額と執行率

国民 健 康 保 険
介 護 保 険
そ の 他

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

比和財産区

109億7,666万円
37億8,933万円
62億2,426万円
9億6,306万円
20億4,922万円
15億8,496万円
3億3,793万円
8億4,340万円
15億161万円

14億6,851万円
1億329万円
1億2,231万円

241万円

90億6,326万円
31億6,807万円
52億93万円
6億9,426万円
20億4,977万円

2億2,777万円

14億6,045万円

3,069万円

221万円

97億4,787万円
32億2,180万円
56億478万円
9億2,129万円

15億6,260万円

7億3,191万円

14億1,824万円

4,971万円
211万円

82.6%
83.6%
83.6%
72.1%
100.0%

67.4%

97.3%

29.7%

91.6%

88.8%
85.0%
90.0%
95.7%

98.6%

86.8%

96.6%

40.6%
87.5%

収入
支出
収入
支出
収入
支出
収入
支出

病
院
事
業

下
水
道
事
業

市　債
一般会計
企業会計

一時借入金

94億3,119万円
47億6,470万円
25億3,668万円
2億8,881万円
18億4,099万円

394億4,472万円
339億8,477万円
54億5,995万円

25億円

（▲13億2,033万円）
（▲8億6,008万円）
（▲4億6,025万円）

（＋4億2,983万円）
（▲1億6,448万円）
（＋3億5,803万円）
（▲3,115万円）

（＋2億6,743万円）
※（ ）は前年度比

※（ ）は前年度比

※令和８年４月６日に全額返済。

基　金

会計

一般

国保

区　分 調定額 収入済額 収入率
市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
鉱 産 税
入 湯 税
　 計 　
国民健康保険税

16億1,752万円
21億5,628万円
1億7,533万円
2億1,064万円

41万円
1,231万円

41億7,251万円
6億9,667万円

14億6,301万円
19億2,540万円
1億6,652万円
1億9,617万円

41万円
1,231万円

37億6,383万円
5億9,619万円

90.4%
89.3%
95.0%
93.1%
98.3%
100.0%
90.2%
85.6%

企業会計
55億円

下水道事業54億円

病院事業1億円

一般会計
340億円

令和７年度 6,714万円
　「ふるさと納税」（庄原市ふるさと応援寄附金）制
度は、「ふるさとを応援したい」として自治体に寄附
した場合に、２千円を超える部分について所得税や
住民税の控除が受けられる制度です。この制度によ
る庄原市への寄附金額の状況は、以下の表のとおり
です。皆さんのご協力に、心より感謝申し上げます。
　また、ふるさと応援寄附金の記念品を通じ、本市
の特産品を市外、県外へ広くＰＲすることができまし
た。
　今後もふるさと納税制度を通じて、本市の魅力を

全国に発信していくよう努めます。ぜひ皆さんの親
戚や友人、知人へ、「庄原市ふるさと応援寄附金」を
ご紹介ください！
　
●ふるさと応援寄附金の詳しい内容は、
市ホームページ（http://www.city.shobara.

　hiroshima.jp/）をご覧になるか、
　政策企画課関係人口創出係（☎0824-73-1209）
までお問い合わせください。
●記念品も随時募集しております。

 寄附いただいた人には記念品をお送りします
　寄附金額ごとに記念品のコースを設定し、さまざまな記念品を用意しています。詳しくはふるさと納税ポータルサイト（さとふる、ふるさ
とチョイス、楽天ふるさと納税、ふるなび）をご覧いただくか、政策企画課関係人口創出係（☎0824-73-1209）へご連絡ください。

※庄原市在住の人からのふるさと応援寄附金は、総務省
告示第179号（平成31年４月１日）の規定に基づき、記念
品の送付は行いません。ご了承ください。

（１）自治協働及び定住

（２）産業及び交流

（３）環境、基盤、交通及び情報

（４）保健、福祉、医療及び介護

（５）教育及び文化

（６）財政健全化への取り組み

（７）市民団体等の公益的な事業

762

204

261

287

349

125

59

2,047

16,491,000

6,189,000

5,421,000

6,999,000

17,139,000

6,688,000

8,208,000

67,135,000

指定事業の区分 寄附件数 寄附金額（円）

合　　計

さとふる ふるさと
チョイス

楽天
ふるさと
納税

ふるなび

地方交付税

国庫支出金

市 税

県 支 出 金

民 生 費

土 木 費

公 債 費

総 務 費

教 育 費

そ の 他

そ の 他

146億6,661万円

39億1,208万円

80億1,098万円
64億4,384万円

55億1,496万円
33億178万円

44億730万円
43億9,764万円

40億4,156万円
36億8,623万円

29億786万円

102億6,942万円
78億1,052万円

24億1,231万円

38億7,048万円
37億6,383万円

27億5,429万円
21億6,410万円

38億8,652万円
98億2,314万円

28億5,645万円

147億9,893万円

予算額
収入済額

予算額
支出済額

（単位：億円）

（単位：億円）

財 政 調 整 基 金
地 域 振 興 基 金
過疎地域持続的発展基金
そ の 他

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

寄附金額 件数

件数

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
2年
度

令
和
3年
度

令
和
4年
度

令
和
5年
度

令
和
6年
度

令
和
7年
度

寄附金（万円）

令和
７年度
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　市は、市政に関する情報を公開し、開かれた市政を推進することに努めています。
　また、市が保有する個人情報については、個人情報の保護に関する法律に基づき、適切な取り扱いに努めています。

　公開・開示請求制度は、「公文書の公開請求」と「保有個人情報の開示請求」の２つ
があります。
　公開・開示を求める情報の種類によって請求手続きが異なりますので、ご注意ください。
　なお、公文書公開請求と保有個人情報の開示請求のほか、個人情報の訂正、利用停止
の請求など個人情報保護制度に関する各種請求手続きの詳細は、市ホームページをご覧
になるか、総務課までお問い合わせください。

令和７年度の公文書の公開および保有個人情報の開示の状況をお知らせします

公文書公開請求と保有個人情報開示請求の違いとは

総務課総務法制係　☎ 0824-73-1123

公文書の公開と保有個人情報の開示請求の状況

 ■公文書の公開請求などの状況

請求を受けた
実施機関

請求
件数

公開・非公開などの内訳

公開 部分
公開 非公開 在否応

答拒否
市長 29 17 9 3 ー
教育委員会 ー ー ー ー ー
選挙管理委員会 － － － － －
監査委員 － － － － －
公平委員会 － － － － －
農業委員会 1 1 － － －
固定資産評価
審査委員会 － － － － －

病院事業管理者 － － － － －
議会 1 － 1 － －

合計 31 18 10 3 －

 ■請求の手続き

請求の種類 公文書の公開請求 保有個人情報の開示請求
制度 情報公開制度 個人情報保護制度

請求できる人 誰でも

▪個人情報の本人
▪個人情報の本人である未成年者や成年被後見人　
　の法定代理人
▪個人情報の本人から委任状などで委任を受けた　
　代理人（任意代理人）

開示内容の主な違い
個人情報は、原則非公開となります。

（請求者本人の情報であっても、「個人情報」として
原則非公開となります）

請求者本人の個人情報が開示されます。
（請求者以外の個人情報は、原則不開示となります）

請求方法
公開請求書に必要事項を記入してください。
窓口・郵送で請求できます。
※請求書は、市ホームページからもダウンロードでき
　ます。

開示請求書に必要事項を記入してください。
窓口・郵送で請求できます。
※請求書は、市ホームページからもダウンロードでき
　ます。
※請求や開示などの際に、本人確認を行います。

■保有個人情報の開示請求などの状況

請求を受けた
実施機関 請求件数

開示・非開示などの内訳

開示 一部
開示 非開示

市長 3 1 2 －

教育委員会 － － － －

選挙管理委員会 － － － －

監査委員 － － － －

公平委員会 － － － －

農業委員会 － － － －
固定資産評価
審査委員会 － － － －

病院事業管理者 － － － －

合計 3 1 2 －

※表の件数はいずれも３月31日現在のものです。
※保有個人情報の訂正・利用停止の請求はありません。
※議会の保有する個人情報の開示請求は、議会に対して請求いただくことになります。

保有個人情報開示請求公文書公開請求

　４月から保険料率などが変わりました。子ども・子育て支援金制度の創設に伴い、これまでの保険料（医療分）に
加え、新たに「子ども・子育て支援金（子ども分）」のご負担をお願いすることになりました。

《 均等割額 》 
《 所得割率 》 

49,621円
9．63％ 

令和6・7年度
　「後期高齢者医療制度」は、75歳以上の人
（65歳以上75歳未満の一定程度の障害があ
る人で、申請により広域連合の認定を受け
た人を含む）を対象とした医療制度です。

医療分 子ども分（新設）

55,090円
9．93％

令和8・9年度

1,337円
0.25％

●保険料の計算方法
　４月から翌年３月までを１年間として、年間保険料が計算されます。
　医療分限度額は85万円、子ども分限度額は2万1千円です。

●保険料の軽減

◎医療分  　55,090円

◎子ども分　1,337円

（総所得金額等※1 ― 基礎控除額※2）× 所得割率 

（総所得金額等※1 ― 基礎控除額※2）× 所得割率

年間保険料額 ＝ 均等割額 ＋ 所得割額

※１

※２

総所得金額等とは、「公的年金収入－公的年金控除」「給与収入－給与所得控除」「事業収入－必要経費」などで算出される金額のことで、社
会保険料控除前などの各種所得控除前の金額です。また、退職所得以外の分離課税の所得金額（土地・建物や株式など、譲渡所得などで特
別控除後の額）も総所得金額等に含まれます。なお、雑損失の繰越控除は適用されません。

※所得が公的年金の場合は、軽減判定の際に限り15万円を限度として控除があります。（昭和36年１月１日以前に生まれた人）ただし、障害認定
（65歳）の被保険者で保険料算定に64歳時の所得・課税情報を使用する対象者は含まれません。
※軽減判定の際「専従者控除」「居住用財産や収用により譲渡した場合等の課税の特例」の適用はありません。
※所得などの申告がない場合は、軽減されないことがあります。
※軽減判定は、賦課期日（各年度の４月１日または資格取得日）時点で行われます。
※波線部の計算式は「給与所得者等」の数が２人以上いる場合に計算します。

※健保組合などの被扶養者だった被保険者に該当する人で、保険料が軽減されてない場合
①被扶養者であったことがわかる資格喪失証明書
②保険料額決定通知書
③本人名義の預金通帳などを持参の上、市区町の担当窓口で手続きしてください。

基礎控除額
合計所得額

基礎控除額 43万円 29万円 15万円 0円

2,400万円以下 2,400万円超
2,450万円以下

2,450万円超
2,500万円以下 2,500万円超

　次の所得の世帯や、健保組合などの被扶養者だった人には、軽減措置があります。
　医療分の均等割額については、令和８・９年度に限り従来の７割軽減は7.2割軽減となります。
　「給与所得者等」とは、給与収入が55万円を超える人または公的年金などに係る雑所得がある人（昭和36年１
月１日以前に生まれた人については、公的年金収入が125万円を超える人）です。

●健保組合などの被扶養者だった被保険者の場合

●保険料の決定通知書は，７月中旬にお届けします。

　後期高齢者医療制度加入直前に、健保組合など（国保および国保組合は除く）の被扶養者であった被保険者に
ついては、所得割額の負担は無く、資格取得後２年間を経過する月までに限り、均等割額が５割軽減され、令和
８年度の年間保険料額は28，213円（医療分：27，545円＋子ども分：668円）となります。ただし、均等割額の７割
軽減にも該当する人については、年間保険料額が15，826円（医療分：15，425円＋子ども分：401円）となります。

世帯主および世帯内の被保険者の前年中所得の合計額

43万円 ＋10万円×（給与所得者等の数－１）」以下

問い合わせ

7.2割軽減  (15,425円/年)

5割軽減  (27,545円/年)

2割軽減  (44,072円/年)

43万円 ＋31万円×被保険者数＋
10万円×（給与所得者等の数－１）」以下
43万円 ＋57万円×被保険者数＋
10万円×（給与所得者等の数－１）」以下

軽減後の医療分均等割額

7割軽減  (401円/年)

5割軽減  (668円/年)

2割軽減  (1,069円/年)

軽減後子ども分均等割額

《保険料の計算について》　広島県後期高齢者医療広域連合   ☎082-502-3010
　　　　　　　　　　　　税務収納課市民税係　　　　　　☎0824-73-1146
《資格などについて》　　　保健医療課医療予防係  　　　☎0824-73-1155

後 期 高 齢 者 医 療 制 度
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～芸備線再構築協議会で取り組む実証事業と再構築方針～～芸備線再構築協議会で取り組む実証事業と再構築方針～
地域交通課芸備線対策係　☎0824-73-1171地域交通課芸備線対策係　☎0824-73-1171

ひとひとととひと まちひと まちととまちまちををつなぐ芸備線つなぐ芸備線

　

５
月
14
日
、
第
９
回
芸
備
線
再
構
築
協

議
会
幹
事
会
が
広
島
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
実
証

事
業
の
進
捗
や
今
後
の
予
定
が
報
告
さ
れ

た
ほ
か
、
再
構
築
方
針
の
記
載
事
項
（
イ

メ
ー
ジ
）
や
、
方
針
作
成
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
報
告
内
容

▼
実
証
事
業
に
つ
い
て

　

実
証
事
業
で
は
、
６
月
１
日
か
ら
平
日

の
利
用
を
想
定
し
た
臨
時
バ
ス
の
実
証
運

行
が
開
始
さ
れ
る
予
定
（
関
連
記
事
：
９

ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
こ
と
や
、
休
日
の
観
光

利
用
を
想
定
し
た
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
も

調
整
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
臨
時
列
車
を
活
用
し
た
実

証
事
業
で
は
、二
次
交
通
や
観
光
ツ
ア
ー
、

企
画
乗
車
券
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
と
の
連
携

な
ど
の
取
り
組
み
状
況
が
共
有
さ
れ
た
ほ

か
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
列
車
利
用
や
二

次
交
通
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
や
、
６
月
か
ら
は
バ
ス
と
列
車
の
利

用
調
査
も
始
ま
る
予
定
で
あ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

▼
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　

11
月
の
芸
備
線
再
構
築
協
議
会
で
は
、

再
構
築
方
針
の
骨
子
案
が
示
さ
れ
る
予
定

で
す
。
そ
の
後
、
来
年
３
月
の
方
針
決
定
に

向
け
て
議
論
が
進
め
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。

市
の
意
見

▪
住
民
や
関
係
者
の
視
点
に
立
っ
た
際
、

　

ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
、
最
終
的
な
方

　

向
性
や
議
論
の
た
た
き
台
と
な
る
再
構

　

築
方
針
の
骨
子
案
が
導
き
出
さ
れ
る
こ

　

と
に
な
る
の
か
、事
務
局
と
し
て
も「
説

　

明
責
任
」
を
し
っ
か
り
意
識
し
て
、
分

　

か
り
や
す
く
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

▪
国
土
交
通
省
が
説
明
さ
れ
て
き
た
よ
う

　

に
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
も
の

　

は
鉄
道
だ
け
で
構
成
・
確
保
さ
れ
る
も

　

の
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
は
理
解
し

　

た
上
で
、
こ
の
地
域
を
訪
れ
る
人
に
と

　

っ
て
、
鉄
道
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ

　

ー
ク
と
、
バ
ス
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
と
、
ど
ち
ら
が
観
光
な
ど
に
お

　

け
る
広
域
移
動
手
段
と
し
て
役
割
を
発

　

揮
し
得
る
の
か
、
実
証
事
業
を
通
じ
て

　

確
認
し
て
い
き
た
い
。

調
査
結
果
・
資
料
は
、　　
　

中
国
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

実
証
事
業
の
最
新
情
報
は
、　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を　
　
　

ご
覧
く
だ
さ
い

お
詫
び
と
訂
正

　

５
月
７
日
の
行
政
文
書
で
お
知
ら
せ
し

た
「
芸
備
線
再
構
築
協
議
会
実
証
事
業
・

６
月
か
ら
の
平
日
の
臨
時
バ
ス
運
行
の

お
知
ら
せ
」
に
つ
い
て
、
掲
載
し
て
い
た

ダ
イ
ヤ
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
次

の
と
お
り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
○
備
後
西
城
駅
～
備
後
庄
原
駅
区
間

　
　
誤
：
西
城
本
町　
　
① 

６
：
49

　
　
正
：
西
城
本
町　
　
① 

６
：
45

　
　

誤
：
西
城
本
町　
　

② 

７
：
28

　
　
正
：
西
城
本
町　
　
② 

７
：
24

　
　

誤
：
実
業
高
校
北　

⑥ 

17
：
47

　
　
正
：
実
業
高
校
北　
⑥ 

17
：
49

　
　

誤
：
根
木
田　
　
　

⑥ 

17
：
51

　
　
正
：
根
木
田　
　
　
⑥ 

17
：
52

　
　

誤
：
庄
原
駅　
　
　

⑥ 

17
：
55

　
　
正
：
庄
原
駅　
　
　
⑥ 

17
：
56

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
の
デ
ー
タ
に
つ
き
ま
し
て
は

訂
正
後
の
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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わたしらしく輝く　あしたのために　
お互いに尊重しあう　共同参画のまちを目指して

国民健康保険・後期高齢者医療制度
６月から入院時の食事代（標準負担額）が変わります

地域共創課人権・多文化共生係☎0824-73-1154

保健医療課医療予防係☎0824-73-1155　市民保険課国保年金係☎0824-73-1158

危
険
物
安
全
週
間　
　
　
　
　

６
月
７
日
㈰
～
13
㈯

　

毎
年
６
月
の
第
２
週
は
「
危
険

物
安
全
週
間
」
で
す
。
危
険
物
を

取
り
扱
う
事
業
所
の
自
主
保
安
体

制
の
確
立
を
呼
び
掛
け
る
と
と
も

に
、
広
く
国
民
の
危
険
物
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
と
啓
発
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

危
険
物
と
は

　

消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
、

①
火
災
発
生
の
危
険
性
が
大
き
い

②
火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大
き
い

③
消
火
の
困
難
性
が
高
い

性
質
を
持
つ
も
の
を
指
し
ま
す
。

　

身
近
な
も
の
で
は
、ガ
ソ
リ
ン
、

灯
油
、
軽
油
、
濃
度
が
高
い
ア
ル

コ
ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、容
器
の
内
圧
が
高
ま
り
、

中
身
が
噴
出
し
て
火
災
に
な
る
恐

れ
が
あ
る
た
め
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど

は
直
射
日
光
の
当
た
ら
な
い
場
所

で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

静
電
気
除
去
シ
ー
ト
に　
　
　

触
れ
て
い
ま
す
か
？

　

セ
ル
フ
式
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

で
給
油
す
る
際
、
静
電
気
に
よ
り

火
災
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

静
電
気
除
去
シ
ー
ト
に
触
れ
て

か
ら
給
油
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

「
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
」　　
　

ほ
こ
り
で
火
事
っ
て
本
当
？

　

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
と
は
、
コ

ン
セ
ン
ト
と
プ
ラ
グ
の
間
に
ほ
こ

り
が
た
ま
り
、
湿
気
を
帯
び
る
こ

と
で
小
さ
な
火
花
放
電
を
繰
り
返

し
、
発
火
す
る
現
象
で
す
。

　

特
に
梅
雨
時
期
は
湿
度
が
高

く
、
ほ
こ
り
が
水
分
を
吸
収
し
て

電
気
が
流
れ
や
す
い
状
態
に
な
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
を
防
ぐ

た
め
に
で
き
る
こ
と
は
？

▪
差
し
込
ん
だ
ま
ま
の
電
気
製
品

　

の
プ
ラ
グ
を
抜
き
、
た
ま
っ
た

　

ほ
こ
り
を
取
り
除
く

▪
プ
ラ
グ
カ
バ
ー
や
コ
ン
セ
ン
ト

　

キ
ャ
ッ
プ
を
使
用
す
る

夏
本
番
前
に
熱
中
症
対
策
を
！

　

湿
度
の
高
い
蒸
し
暑
い
日
が
続

く
６
月
ご
ろ
か
ら
、
熱
中
症
に
よ

る
救
急
搬
送
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

夏
本
番
前
か
ら
、
暑し

ょ
ね
つ熱
順じ

ゅ
ん
か化
で

体
を
暑
さ
に
慣
ら
し
て
い
く
と
と

も
に
、水
分
補
給
は
計
画
的
か
つ
、

小
ま
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

備
北
消
防
で
は
、
救
命
講
習
を

定
期
開
催
し
て
い
ま
す
！

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
で
は
、
市
内

全
域
を
対
象
に
、
楽
し
み
な
が
ら

学
べ
る
子
育
て
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩
み

を
和
ら
げ
る
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る

ほ
か
、
保
護
者
同
士
の
交
流
の
場

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
座
っ
て
ど
ん
な
感
じ
？

　

講
座
は
、
子
育
て
家
庭
や
支
援

者
な
ど
が
集
ま
り
、
和
や
か
な
雰

囲
気
で
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
声

▪
防
災
の
講
座
で
は
、
新
し
い
情

　

報
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
家
族

　

で
も
共
有
し
た
い
と
感
じ
た

▪
歯
磨
き
指
導
で
は
、
自
分
の
や

　

り
方
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で

　

き
、
自
信
に
つ
な
が
っ
た

▪
同
年
代
の
子
ど
も
を
育
て
る
保

　

護
者
と
の
交
流
が
あ
り
、
楽
し

　

く
参
加
で
き
た

本
年
度
の
講
座
予
定

▪
パ
パ
講
座

▪
ア
ロ
マ
講
座

▪
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座

▪
防
災
対
策
講
座

▪
保
育
所
入
所
説
明
会　

な
ど

　

講
座
の
詳
細
は
、
庄
原
ほ
の
ぼ

の
ネ
ッ
ト
ア
プ
リ
ま
た
は
広
報
紙

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
講
座
へ
参
加
す
る
に
は

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

希
望
す
る
場
合
は
、
ほ
の
ぼ
の

ネ
ッ
ト
へ
の
電
話
ま
た
は
「
庄
原

ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
ア
プ
リ
」
で
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約

庄
原
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
ア
プ
リ

　ほのぼの子育て講座に
　　　　　参加してみませんか

ほのぼのネット☎0824-73-0051

庄原消防署からのお知らせ

庄原消防署☎0824-72-9911・東城消防署☎08477-2-4005

▲歯磨き・虫歯予防講座

▼ベビーマッサージ講座

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

　

性
別
に
関
わ
ら
ず
、
職
場
や
学

校
、
地
域
、
家
庭
で
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男

女
共
同
参
画
社
会
」
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
の

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
国
に
お
い
て
は
「
第
５

次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
、
女
性
の
経
済
的
自
立
や

男
性
の
育
児
・
家
事
へ
の
参
画
、

男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た

防
災
な
ど
の
施
策
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
変
化
す
る
社
会
情
勢
に

合
わ
せ
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
で
の
活

躍
や
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
、
誇

り
を
持
っ
て
生
き
ら
れ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
も
進
ん

で
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
男
女
共
同

参
画
社
会
実
現
の
た
め
、「
第
２

次
庄
原
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

（
後
期
計
画
）」
に
基
づ
き
、
各
種

啓
発
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

本
年
度
は
、
次
期
計
画
と
な
る

「
第
３
次
庄
原
市
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
」
の
策
定
年
に
あ
た
り
ま

す
。

　

慣
習
や
社
会
制
度
な
ど
、
性
別

に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識

を
改
め
、
お
互
い
に
思
い
や
り
、

尊
重
し
な
が
ら
平
等
に
参
画
で
き

る
社
会
の
実
現
に
努
め
ま
し
ょ

う
。毎

年
６
月
23
日
～
29
日
は　

男
女
共
同
参
画
週
間

　

内
閣
府
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
毎

年
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
１

週
間
を
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
、
中
学
生
か
ら
20
代
の
若
い
世

代
を
中
心
に
募
集
さ
れ
、
審
査
の

結
果
、

　
「
あ
な
た
ら
し
さ
が
、　

　
　
　
　
　
　
社
会
の
チ
カ
ラ
」

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

市
は
男
女
共
同
参
画
事
業
と
し

て
、
６
月
24
日
か
ら
市
内
７
会
場

（
庄
原
・
西
城
・
東
城
・
口
和
・

高
野
・
比
和
・
総
領
地
域
）
で
巡

回
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

６
月
か
ら
、
入
院
時
の
食
事
代

の
標
準
負
担
額
が
表
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
す
。

入
院
時
の
食
事
代
の
　
　
　
　

標
準
負
担
額
と
は
？

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
入
院
し
た

際
に
、
診
療
や
薬
に
か
か
る
費
用

と
は
別
に
、
食
事
代
と
し
て
自
己

負
担
す
る
こ
と
に
な
る
１
食
当
た

り
の
金
額
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
金
額
は
世
帯
の
所
得
状
況

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

認
定
証
の
申
請
・
提
示
は　

原
則
不
要
に
な
り
ま
す

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
い
る
医
療
機
関
で

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
資
格

確
認
書
を
提
示
し
て
情
報
提
供
に

同
意
す
れ
ば
、「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
申

請
・
提
示
を
し
な
く
て
も
、
減
額

後
の
標
準
負
担
額
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
受
診
す
る
医
療
機

関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

※
た
だ
し
、
過
去
12
カ
月
の
入

院
日
数
が
90
日
を
超
え
る
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
で
、
入
院
時
食

事
代
の
減
額
を
さ
ら
に
受
け
る
場

合
は
、
市
へ
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

■入院時の食事代の標準負担額（１食当たり）

所得区分
標準負担額（１食当たり）

令和８年５月まで 令和８年６月から
住民税課税世帯 510円 　　550円※１

住民税非課税世帯
低所得Ⅱ

90日までの入院 240円 270円
長期入院該当（過去12ヵ月
で90日を超える入院）※２ 190円 220円

低所得Ⅰ（住民税非課税世帯かつ一定所得以下） 110円 130円
※１　指定難病や小児慢性特定疾病など（県が交付する「特定医療費（指定難病）受給者証」や
　　　「小児慢性特定疾病受給者証」を持っている人）で入院する人は、１食当たり330円となります。
※２　「長期入院該当」の標準負担額とするには、申請が必要です。
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！

　

テ
ゴ
ス
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
・
佐
々
木
で
す
。

　

い
よ
い
よ
農
繁
期
に
な
り
、

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
の
相
談

も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
度
に
行
っ
た

活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

突
破
さ
れ
た
柵
の
改
善

　

一ひ
と
つ
ぎ木
町
の
農
地
で
、
設
置
し

て
あ
っ
た
柵
を
イ
ノ
シ
シ
に
突

破
さ
れ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
被
害

と
、
の
り
面
が
掘
り
起
こ
さ
れ

て
困
っ
て
い
る
と
の
相
談
が
！

　

現
地
を
確
認
す
る
と
、
既
存

の
柵
が
古
く
な
り
、
強
度
が
足

り
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
を
設
置
し

直
し
、
の
り
面
は
掘
り
返
し
を

防
ぐ
た
め
防
草
シ
ー
ト
で
覆
い

ま
し
た
。

　

設
置
後
、
一
度
は
突
破
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
突
破
箇
所
の

補
強
を
行
い
、
そ
の
後
、
被
害
は

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

侵
入
防
止
柵
は
、
柵
を
張
っ
た

後
の
点
検
と
維
持
管
理
が
と
て
も

大
切
で
す
。突
破
さ
れ
た
箇
所
は
、

す
ぐ
に
修
繕
し
て
く
だ
さ
い
。

新
年
互
礼
会
で
被
害
対
策
講
習

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
集
ま
る
新
年

互
礼
会
で
講
習
を
行
い
、
イ
ノ
シ

シ
や
、
近
年

増
加
し
て
い

る
サ
ル
の
生

態
と
対
策
に

つ
い
て
お
話

し
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
農
地
な
ど
で
撮
影
し
た

動
画
も
見
て
い
た
だ
き
、
被
害
対

策
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
た

と
思
い
ま
す
。

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
に
お
困

り
の
際
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
林
業
振
興
課
林
業
振

興
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　　てごーす日誌 in 庄原　
　　　テゴスが鳥獣被害対策をてごう（お手伝い）します！

不定期不定期

連載中連載中

▲直管パイプでの下部補強と、
　防草シートによる法面保護

▲YouTube

▲ホームページ

自分の歯を守って、健やかな毎日を
8020 達成者表彰事業

保健
医療課

受賞した小谷勝行さん

　
「
８
０
２
０
達
成
者
表
彰

事
業
」
は
、
庄
原
市
歯
科
衛

生
連
絡
協
議
会
の
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
80
歳
以
上

で
自
分
の
歯
を
20
本
以
上

保
っ
て
い
る
人
を
表
彰
し
、

歯
の
健
康
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

達
成
者
表
彰
は
、
前
期
と

後
期
の
年
２
回
行
い
、
昨
年

度
の
満
80
歳
の
受
賞
者
は
14

人
で
し
た
。

　

歯
の
健
康
を
保
つ
こ
と

は
、
健
康
の
維
持
・
増
進
と
、

生
活
の
質
を
高
め
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
し
っ
か
り
噛
ん
で

食
事
を
す
る
こ
と
は
、
栄

養
を
十
分
に
取
る
だ
け
で
な

く
、
会
話
や
外
出
を
楽
し
む

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

	　

毎
日
の
歯
磨
き
や
定
期

的
な
歯
科
健
診
を
心
掛
け
、

「
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以

上
が
自
分
の
歯
！
」
を
目
指

し
て
、
健
康
維
持
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

令
和
７
年
度　
８
０
２
０
達
成
表
彰
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
庄
原
地
域
）

末す
え
の
ぶ信　

丈た
け
お夫
・
赤あ

か
ぎ木　

和か
ず
こ子

（
西
城
地
域
）

小こ
だ
に谷
ミ
ヤ
子こ

・
小こ

だ
に谷　

勝か
つ
ゆ
き行

（
東
城
地
域
）

村む
ら
か
み上　

和か
ず
え枝
・
竹た

け
の
う
ち

ノ
内
春は

る
お夫
・
岩い

わ
も
と本　

愛あ
い
こ子

坂さ
か
い井　
　

満み
つ
る

・
名な

ご
し越
婦ふ

た

み

多
美
・
横よ

こ
や
ま山　

榮え
い
じ治

髙た
か
お尾　

純じ
ゅ
ん
こ子
・
増ま

す
だ田　

照て
る
こ子

（
口
和
地
域
）

平ひ
ら
か
わ川　

公ひ
ろ
し司

※
同
意
い
た
だ
い
た
人
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

親子で学ぶラジオの仕組みとものづくり
ラジオ作り体験教室

思いやりの心を、花とともに
令和８年度「人権の花」贈呈式

口和
支所

地域
共創課

完成したラジオが聞こえるか確認 ラジオ作りに熱中！ 電波を受信する仕組みを学ぶ 各校で行った「人権の花」贈呈式

　

３
月
29
日
、
口
和
郷
土
資
料
館
で

「
ラ
ジ
オ
作
り
体
験
教
室
」
を
開
催

し
、
市
内
の
小
学
生
10
人
が
保
護
者

と
共
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
初
め
に
職
員
か
ら
ラ

ジ
オ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
実
験
用
ラ
ジ
オ
に
取
り
付
け
ら

れ
た
ワ
イ
ヤ
ー
状
の
ア
ン
テ
ナ
に
触

れ
る
な
ど
し
て
、
電
波
を
受
信
す
る

仕
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

　

普
段
何
気
な
く
聞
い
て
い
る
ラ
ジ

オ
が
、
電
波
に
よ
っ
て
音
声
を
届
け

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
子
ど
も
た
ち

は
興
味
深
そ
う
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
は
、
保
護
者
が
見
守
る

中
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
は
ん
だ
ご
て
を
使
っ
て
ラ
ジ

オ
キ
ッ
ト
の
基
板
に
小
さ
な
部
品
を

慎
重
に
取
り
付
け
、
ラ
ジ
オ
作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

完
成
後
は
、
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
て

周
波
数
を
合
わ
せ
、
実
際
に
放
送

が
聞
こ
え
る
か
を
確
認
。
自
分
で
組

み
立
て
た
ラ
ジ
オ
か
ら
音
が
流
れ
る

と
、
子
ど
も
た
ち
は
満
面
の
笑
み
を

浮
か
べ
、
会
場
は
喜
び
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
は
、「
ラ
ジ
オ

作
り
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
苦
労
し

て
完
成
さ
せ
た
の
で
、
大
切
に
使
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
人
権
の
花
」
運
動
の
一

環
と
し
て
、
４
月
９
日
～
28

日
に
、
市
内
の
小
学
校
と
庄

原
特
別
支
援
学
校
へ
花
の
種

と
肥
料
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
「
人
権
の
花
」
運
動
は
、

草
花
を
育
て
る
活
動
を
通
し

て
、
命
の
大
切
さ
や
相
手
を

思
い
や
る
気
持
ち
を
育
み
、

児
童
の
道
徳
的
な
感
情
を
よ

り
豊
か
な
も
の
に
す
る
と
と

も
に
、
人
権
を
尊
重
す
る
心

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、

人
権
擁
護
委
員
と
市
が
協
力

し
て
、
毎
年
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

本
年
度
は
、
各
学
校
の
朝

礼
や
下
校
前
の
時
間
に
贈
呈

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
人
権
擁
護

委
員
が
「
人
権
の
花
」
運
動

の
目
的
や
花
を
育
て
る
こ
と

の
大
切
さ
を
説
明
し
た
後
、

児
童
た
ち
へ
花
の
種
と
肥
料

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
「
み
ん
な
で
協
力

し
て
人
権
の
花
を
咲
か
せ
ま

す
」
と
張
り
切
っ
た
様
子
で

話
し
て
お
り
、
互
い
を
思
い

や
る
気
持
ち
や
人
権
を
大
切

に
す
る
心
を
育
む
活
動
へ
の

意
識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。
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●市内のイベントやまちの話題をお届けします。Camera ReportCamera Report
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「私」を大切に今後の人生設計 笑顔でつながるけんこうざ
　東町自治会「100 円」サロン・4/26 　けんこうざ・4/24№4 №3

▲モルックを楽しむ参加者▲熱心に説明を聞き、ノートを書く参加者

　東城町東町自治会「100 円」サロンに 20 人が参加
し「いきかたノート」について学びました。
　このノートは、「これまでの私」「今の私」「もしも
のとき」「これからの私」で構成され、「私」が大切に
したい生き方や日々の暮らしを、家族や大切な人たち
と一緒に叶えていくためのきっかけとなるものです。
　当日は説明の後、自分の名前の由来やもしもの時は
どうするかなどを考え、最後にこのノートの保管場所
についてたくさんの意見を出し合いました。
　参加者は、「以前からこのようなノートが欲しいと
思っていたのでありがたい」「自分自身を振り返り、
これからどう生きていきたいのか考える機会になっ
た」と話しました。

　総領地域では、集まり場の一つとして、総領自治振
興区・社会福祉協議会総領地域センターおよび市が共
催し、月に一度「けんこうざ」を開催しています。
　今回は、「レク＆交流」として、12 人が参加し、モルッ
クと会食を行い、参加者同士の交流を深めました。
　また、交流の際には、４月から総領診療所に赴任さ
れた角

か く す い

水医師に自己紹介をいただきました。
　モルックなどを楽しんだ参加者は、「また来月も一
緒に来ようね」と満足した様子で話していました。
　今後も、フレイル予防についてや、こころの健康に
関する講座など、参加者が住み慣れた地域で、笑顔で
健やかに暮らすためのヒントを共に学ぶ場として、三
者で協力して事業を実施していく予定です。

地域のつながりを育む「カフェ」大切な命を守るために
　ごゆっくりカフェ・5/7　高野小学校交通安全教室・4/28

　高野小学校で交通安全教室が開催され、全校児童が
参加しました。
　当日は、グラウンドに信号機や自転車の走行コース
が設けられ、庄原警察署地域交通課の鉄

て つ だ

田司
つかさ

警部補や
庄原地域交通安全協会高野分会の会員が指導に当たり、
１・２年生が横断歩道の渡り方を、３年生以上が自転車
の走行について学びました。その後、児童から横断中
に信号が点滅した場合の対応や、自転車で横断歩道を
渡る時のルールなどについて質問が出されていました。
　鉄田警部補は「暖かくなって出かける機会も増える
ので、交通ルールを守って安全に過ごしてもらいたい」
と話しました。

№1№2

▲カフェをゆっくり楽しむ参加者▲交通ルールを学ぶ児童たち

　口和自治振興センターで、庄原市社会福祉協議会口
和地域センターと口和自治振興区が共催し、地域で気
軽に交流できる「ごゆっくりカフェ」が開催されました。
　この「ごゆっくりカフェ」という名称には、高齢者
や子育て世代の人が「時間を気にせず、ごゆっくり過
ごしてほしい」という思いが込められています。
　会場では、手作りのお菓子やコーヒーを楽しみなが
ら自然と会話が生まれ、近況報告をしたり、久しぶり
の再会を喜んだりする参加者の姿が見られました。
　参加者は「地域の皆さんが気軽に立ち寄り、つなが
りを感じられる場所として、これからも続いてほしい」
と話しました。

帝釈峡観光シーズンの到来！ 足元の小さな春を発見
　第 58 回帝釈峡湖水開き・4/26 　春の草花ウォッチング・4/29№8 №7

▲草花を観察する参加者たち▲ステージイベントを楽しむ来場者

　美しい新緑の中、帝釈峡神龍湖の観光シーズンの幕
開けとなる「第 58 回帝釈峡湖水開き」が開催され、
多くの来場者が訪れました。
　当日は、神龍湖の湖水と観光客の安全を祈願する神
事が行われた後、龍船パレードが行われました。2 隻
の遊覧船に乗った龍が紅白の煙を吐くと、観客は歓声
をあげてその瞬間をカメラに収めていました。
　また、トレイルセンターしんりゅう湖では、ザ・ニュー
スペーパーの福本ヒデさんによるトークショーや、7
団体のよさこい共演など、華やかなステージイベント
が会場をにぎわせました。
　来場者は「出演者だけでなく観客も参加できるステー
ジイベントがあり、とても楽しかった」と話しました。

　吾妻山で、第１回比和自然科学博物館公開講座「春
の草花ウォッチング」が開催され、市内外から約 40
人が参加しました。
　当日は、心配された雨も降らず、参加者の皆さんは
春植物の観察に元気よく出発しました。
　現地では、講師である博物館のインストラクターか
ら、吾妻山の歴史や花の見分け方などを教わった後、
草花を探したり熱心に観察したりと、思い思いに吾妻
山の大自然を満喫していました。参加者の中には大人
顔負けの知識を持っている小学生もいて、年代を超え
た楽しい講座となりました。
　参加者は「講師の詳しい説明があり本当によく分
かった。次回の講座にも参加したい」と話しました。

全国優勝の喜びを報告育てる喜び、食べる感動
　八谷市長への表敬訪問・4/1　シイタケ栽培講座・4/23 №5№6

▲熱心に植菌作業に取り組む児童たち ▲八谷市長から花束を渡される新井さん

　空手道の全国大会で優勝を果たした板橋町出身の
新
あ ら い

井梓
あずさ

さんが八
や た が い

谷恭
きょうすけ

介市長へ表敬訪問を行いました。
　新井さんは、香川県の高松中央高等学校空手道部に
所属し、令和８年３月に長野県で開催された「JOC
ジュニアオリンピックカップ第 45 回全国高等学校空
手道選抜大会」に出場。地方予選を勝ち上がってき
た 16 人がエントリーした「女子個人組手 -66㎏の部」
で見事優勝しました。
　新井さんは「決勝戦は全然緊張しなかった。今年の
全国高等学校総合体育大会（インターハイ）でも優勝
したい」と話し、八谷市長は「市民全員が応援してい
る、これからも頑張ってほしい」と激励しました。

　八鉾自治振興センターでシイタケ栽培講座が開催さ
れ、西城小 3 年の児童が参加しました。
　当日、児童たちは八鉾自治振興区高齢者部の皆さん
からシイタケの榾

ほ だ ぎ

木植菌作業を教わりました。
　植菌作業が初めての児童たちは、興味津々で作業に
取り組んでおり、かわいく、素直な子どもたちに、高
齢者部の皆さんも笑顔が絶えませんでした。
　作業後には、シイタケを使ったピザ作りが行われ、
児童たちは１人ずつ思い思いにピザを作りました。
　出来上がったピザを食べた児童たちは「シイタケの
ピザ！とてもおいしかった！」と喜んで話しました。
　この秋には、本伏せ作業と収穫が行われる予定です。
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保健医療課健康推進係　　0824－73－1255

フッ素入り歯磨き粉の推奨使用方法

知っていますか？
フッ素入り歯磨き粉の適切な使い方
　虫歯予防にフッ素が効果的であることは広く知られるようになってきました。
一方で、適切な濃度や使用量については、十分に浸透していないのが現状です。
　令和５年には、４つの学会がフッ化物配合歯磨き粉（フッ素入り歯磨き粉）の
推奨使用方法を公表しました。
　使用している歯磨き粉に含まれるフッ素濃度を確認し、年齢に応じた適切な
量を使用しましょう。

健康広場

か ぶつ

庄原市歯科医師会

小武家　誠司
こ   ぶ   け         せい  じ

年齢

使用量
写真は約2cm
歯ブラシ

フッ素濃度

使用方法
・留意点

歯が生えてから～２歳

米粒程度
（1～2ｍｍ程度）

900~1000ppmF 900~1000ppmF 1400~1500ppmF

グリーンピース程度
（５ｍｍ程度）

歯ブラシ全体
（1.5cm~2cm程度）

3～5歳 6歳～成人・高齢者

●就寝前を含めて１日２回の歯磨きを行う
●1000ppmFの歯磨き粉をごく少量
　使用する。
※歯磨きの後にティッシュなどで歯磨
　き粉を軽くふきとっても良い
●歯磨き粉は子どもの手の届かない所
　に保管する
●歯磨きについて専門家のアドバイス
　を受ける

　小児は、自分だけで十分に歯をきれいにすることが難しいため、保
護者による仕上げ磨きが必要です。
また、虫歯予防には歯磨きだけでなく、食生活や生活習慣の見直し
も大切です。食事や間食の時間を決める、糖分の多い飲み物を控え
る、虫歯になりにくい食品を選ぶなど、日頃の習慣を意識しましょう。
　かかりつけの歯科医師などの助言を受けながら、できることから
改善していくことが大切です。

　歯垢をしっかり取り除くためには、丁寧に歯を磨くことが大切で
すが、歯磨き粉に含まれる発泡剤によって、十分に磨けていないうち
に「磨けた」と感じてしまうことがあります。
　その場合は、最初に歯磨き粉を使わずに歯を磨き、その後、歯磨き
粉を付けてもう一度磨く方法も効果的です。
　また、発泡剤を含まないジェルタイプの歯磨き粉を選ぶのもよい
でしょう。

●就寝前を含めて1日2回の歯磨きを
　行う
●歯磨きの後は、歯磨き粉を軽くはき
　出す。うがいをする場合は、少量の水
　で1回のみ行う
●子どもが歯ブラシに適切な量を付け
　られない場合は、保護者が歯磨き粉
　を出す

●就寝前を含めて1日２回の歯磨きを
　行う
●歯磨きの後は、歯磨き粉を軽くはき
　出す。うがいをする場合は、少量の水
　で1回のみ行う
●チタン製の歯科材料を使用していて
　も、歯がある人はフッ化物配合歯磨
　き粉を使用する

歯磨きを行う際のポイント※乳歯が生え始めたら、ガーゼやコットンを使って口
のケアに慣れることから始めましょう。歯ブラシに慣
れてきたら、保護者による歯磨きを始めましょう。
※子どもが誤って歯磨き粉を大量に飲み込まないよ
う、チューブの管理に注意しましょう。
※要介護者で嚥下障害がある場合は、ブラッシング
時に唾液や歯磨き粉を誤嚥する可能性があります。
必要に応じて、ガーゼによる吸水や吸引器を併用し
ましょう。また、食べ物の残りが見えにくい場合は取
り除いてからブラッシングを行い、回数も状態に応
じて調整しましょう。

４学会合同のフッ化物配合歯磨き粉の推奨される
利用方法（2023年1月）より 
（日本口腔衛生学会・日本小児歯科学会・日本歯科保存学会・日本老年歯科医学会）

ごえん

えんげ

小
児
期

成
人
・
高
齢
者

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談 庄原 7月21日㈫13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 人権擁護委員 広島法務局三次支局
☎0824-62-5070

行 政 相 談

庄原 7月16日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

地域共創課
人権・多文化共生係
☎0824-73-1154

東城 7月16日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

総領 7月8日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 7月3日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター

広島弁護士会による
無料相談。要予約。

広島弁護士会
☎0120-969-214　

総領 7月17日㈮13時～16時 総領保健福祉センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

地域共創課
人権・多文化共生係

生活安全相談員

地域共創課
人権・多文化共生係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

地域共創課
人権・多文化共生係内
庄原市消費生活センター

消費生活相談員ほか

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
地域共創課
人権・多文化共生係
☎0824-73-1154

北 部 地 域
県 民 相 談 室

① 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時15分～12時、13時～16時 広島県三次庁舎第３庁舎１階

三次市十日市東４-６-１

相談員
（電話・来所） 北部地域県民相談室

☎0824-62-5522
② ７月９日㈭13時～14時30分

（30分×３枠）
弁護士
※①の相談後、予約可

認知症カフェ

庄原 「これから」
７月14日㈫13時～15時

庄 原 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン
タージョイフル２階

相談・情報交換
参加費なし

高齢者福祉課
地域包括支援センター係
☎0824-73-1165

西城 「コスモスカフェ」
７月２日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

相談・情報交換
参加費100 円

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城 「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい

梅」
６月23日㈫14時～15時 東城支所 東城支所保健福祉係

☎08477-2-5131

高野
「M

メ ン ズ
en's  C

カ フ ェ
afe」

７月２日㈭14時～15時 高野保健福祉センター
高野支所市民生活係
☎0824-86-2115「ほっとカフェ」

７月17日㈮10時～12時 下高自治振興センター

比和 「あしたのカフェ」
７月21日㈫13時30分～15時 比和ふれあいセンター 比和支所市民生活係

☎0824-85-3001

障害者相談員
定 期 相 談 会

庄原 ７月13日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 知的障害者相談員
社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210口和 ７月22日㈬９時30分～11時 口和自治振興センター 身体・知的障害者相談員

比和 ７月１日㈬９時30分～11時30分 比和ふれあいセンター 身体・知的障害者相談員

療 育 手 帳
巡 回 判 定 会 庄原 ７月９日㈭10時～16時 市役所本庁舎１階相談室 １カ月前までに要予約

社会福祉法人
広島県福祉事業団
☎082-400-9010

身 体 障 害 者
補装具判定会 肢体 ７月21日㈫13時～13時45分 広島県三次庁舎第３庁舎１階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

広報しょうばら／ 2026.6　16 17　2026.6 ／広報しょうばら

公益財団法人広島県市町村振興協会
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妊娠・出産・子育てについて妊娠・出産・子育てについて ●子育て応援課子育てサポート係　☎0824-73-0051
各種相談など とき ところ 備考

妊 娠 ・ 出 産
子 育 て の 相 談

毎週月～金（祝日・年末年始除く）
８時30分～17時15分

子育て応援課
子育てサポート係

ほのぼのネット　☎0824-73-0051

家 庭 児 童 相 談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
８時30分～17時15分

家庭児童相談員が対応
（家庭児童相談専用ダイヤル　☎0824-73-1243）

母子健康手帳交付

６月25日㈭・７月９日㈭
９時～17時

※事前予約が必要。別日を希望される場合は、
　お問い合わせください。
※持ってくるもの
　▪出産予定日と受診した病院名が分かるもの
　▪マイナンバーカード
　▪振込先口座が分かるもの（妊婦本人の通帳、
　　キャッシュカードなど）

７月２日㈭９時～12時 東城支所

育 児 相 談 ７月７日㈫10時～11時40分 庄原市保健福祉センター ※事前予約が必要。
※持ってくるもの：母子健康手帳

事業名 とき ところ 内容 備考

ほ の ぼ の
子 育 て 講 座

６月28日㈰
13時30分～15時 東城子育て支援センター パパ講座　「子どもの成長をサポートす

る効果的なかかわり方」
６月25日㈭17時までに
事前申し込みが必要。

６月30日㈫
10時～12時 庄原市保健福祉センター アロマ講座　「虫よけスプレーを作ろう」 ６月29日㈪17時までに

事前申し込みが必要。

広告

庄
原
市
小
学
校
陸
上
競
技
記
録

会・
広
島
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

陸
上
競
技
の
部〈
予
選
会
〉

　

市
内
の
小
学
４
～
６
年
生
が
参

加
し
、
１
０
０
ｍ
走
、
80
ｍ
ハ
ー
ド

ル
、
走
り
幅
跳
び
、
８
０
０
ｍ
走
、

４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
に
挑
戦
し

ま
す
。

　

ま
た
、
広
島
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
予
選
会
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

と
き　
６
月
13
日
㈯　

８
時
40
分
か
ら

と
こ
ろ

上
野
総
合
公
園
陸
上
競
技
場

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

第
21
回
英
語
ス
ピ
ー
チ
大
会

　

市
内
の
小
中
学
生
が
参
加
し
、

自
分
の
好
き
な
こ
と
や
日
頃
考
え

て
い
る
こ
と
な
ど
、
自
由
な
テ
ー

マ
で
英
語
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
を
行

い
ま
す
。

と
き　
６
月
14
日
㈰

【
小
学
生
の
部
】

10
時
～
12
時

（
開
場
９
時
30
分
）

【
中
学
生
の
部
】

13
時
30
分
～
16
時
30
分

（
開
場
13
時
）

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

人
形
劇
「
よ
い
子
の
味
方　

怪
獣
マ
マ
ゴ
ン
」　　

　

プ
ロ
劇
団
「
よ
ろ
ず
劇
団
と
ん

が
ら
し
」
に
よ
る
、
親
子
で
見
て

い
た
だ
き
た
い
、
爆
笑
ハ
ー
ト
フ

ル
コ
メ
デ
ィ
の
人
形
劇
で
す
。

　

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
小
学
校
低

学
年
ま
で
幅
広
く
楽
し
め
ま
す
。

と
き　
７
月
11
日
㈯

17
時
～
18
時
（
開
場
16
時
45
分
）

と
こ
ろ

庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

鑑
賞
料

▼
前
売
券　

千
円

▼
当
日
券　

１
２
０
０
円

※
４
歳
未
満
は
無
料
で
す
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

ジ
ョ
イ
フ
ル

問
い
合
わ
せ

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
×
２
す
る
感
動
を
親
子

で
味
わ
う
会
（
石
原
）	

☎
０
９
０
‐
２
０
０
８
‐
３
７
２
３

催　
　

し

税
務
職
員
募
集

　

国
税
庁
は
、
税
務
職
員
を
募
集

し
ま
す
。（
高
卒
程
度
試
験
）

受
付
期
間　

６
月
12
日
㈮
～
24
日
㈬

第
一
次
試
験
日　
９
月
６
日
㈰

試
験
種
目　

基
礎
能
力
試
験
、
適
性
試
験
、
作

文
試
験

そ
の
他

申
し
込
み
方
法
や
詳
し

い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

広
島
国
税
局
総
務
部

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
１
１

 

救
命
講
習
の
定
期
開
催

　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
な
ど
を
学
ぶ
、
救
命
講
習
を
開

催
し
ま
す
。

対
象
者

本
市
ま
た
は
三
次
市
に
在
住
、
勤

務
、
在
学
中
の
人

内
容

　

講
習
の
種
類
に
よ
り
、
時
間
や

会
場
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

開
催
日
の
１
カ
月
前
～
２
週
間
前

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
９
５
７
５

放
送
大
学
10
月
入
学
生

　

放
送
大
学
は
、
本
年
度
第
２
学

期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
歳
代
ま
で
の
幅
広

い
世
代
、
約
８
万
６
千
人
の
学
生

が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

授
業
に
は
Ｂ
Ｓ
放
送
視
聴
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
視
聴
、
講
師
か
ら

の
直
接
授
業
の
３
つ
の
ス
タ
イ
ル

が
あ
り
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自

然
科
学
な
ど
、
３
０
０
以
上
の
幅

広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位
を
取

得
で
き
ま
す
。

　

１
科
目
の
授
業
料
は
６
千
円

（
入
学
金
は
別
）。
半
年
ご
と
に
学

ぶ
だ
け
の
授
業
料
を
支
払
う
シ
ス

テ
ム
で
、
半
年
だ
け
在
学
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー

や
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
、
面
接
授
業
の
開
講
や
サ
ー
ク

そ
の
他

ル
活
動
な
ど
の
学
生
交
流
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間　

第
１
回
：
６
月
10
日
㈬
～

　
　
　
　

８
月
31
日
㈪
ま
で

第
２
回
：
９
月
１
日
㈫
～

　
　
　
　

９
月
９
日
㈬
ま
で

問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
‐
２
４
７
‐
４
０
３
０

三
次
高
等
技
術
専
門
校　
　

▪
仕
事
体
験
入
学
参
加
者　

▪
10
月
入
校
生

【
仕
事
体
験
入
学
参
加
者
】

　

自
動
車
整
備
・
板
金
溶
接
・
建

築
大
工
・
介
護
の
仕
事
体
験
入
学

が
で
き
ま
す
。

と
き

８
月
５
日
㈬　

９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ

三
次
高
等
技
術
専
門
校

対
象

中
学
・
高
校
生
、
一
般
求
職
者

応
募
方
法

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
二
次
元
コ
ー

ド
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

応
募
期
間

５
月
11
日
㈪
～
８
月
３
日
㈪
ま
で

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順

募　
　

集

【
10
月
入
校
生
】

募
集
訓
練
科

介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
６
カ
月
）

※
介
護
に
関
す
る
職
員
の
心
構
え

や
体
に
負
担
を
掛
け
な
い
介
助
、

食
事
、入
浴
な
ど
、生
活
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
の
技
術
・
知
識
を
学

び
ま
す
。

※
い
つ
で
も
見
学
で
き
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

選
考
日　

９
月
14
日
㈪

応
募
受
付
期
間

７
月
10
日
㈮
～
９
月
４
日
㈮

そ
の
他

　

雇
用
保
険
受
給
者
で
、
公
共
職

業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
の

指
示
に
よ
り
入
校
し
た
人
は
、
訓

練
修
了
日
ま
で
受
給
期
間
が
延
長

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
諸
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
４
３
９

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

広報しょうばら／ 2026.6　18 19　2026.6 ／広報しょうばら
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国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

広告 広告広告

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

定
員　
20
人

協
力　　
Ｒ
ｅ
：
き
も
の　

さ
を
り

カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム

カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム  　
　
　

　
　
　

オ
ー
プ
ン
！

オ
ー
プ
ン
！

　

中
国
地
方
最
大
級
の
カ
ブ
ト
ム

シ
ド
ー
ム
内
で
「
カ
ブ
ト
ム
シ
」

「
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
」
を
、
見
て
、

触
れ
て
、
観
察
で
き
ま
す
。

と
き

７
月
１
日
㈬
～
８
月
16
日
㈰

９
時
30
分
～
18
時

（
入
場
は
17
時
ま
で
）

と
こ
ろ　　

い
こ
い
の
森　

カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム

（
最
寄
駐
車
場　

第
７
駐
車
場
）

料
金　
３
０
０
円（
未
就
学
児
無
料
）

※
カ
ブ
ト
ム
シ
・
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ

の
発
生
状
況
に
よ
り
、
公
開
期
間

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池　
　
　
　

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池　
　
　
　

オ
ー
プ
ン
！

オ
ー
プ
ン
！

　

全
長
約
40
ｍ
・
水
深
30
㎝
未
満

の
池
で
水
遊
び
が
楽
し
め
ま
す
。

と
き　

７
月
１
日
㈬
～
８
月
31
日
㈪

９
時
30
分
〜
17
時
30
分

（
入
場
は
17
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

備
北
オ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
管
理
セ
ン

タ
ー
横

（
駐
車
場
は
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
専

用
駐
車
場
）

初
夏
の
花
ご
よ
み

初
夏
の
花
ご
よ
み

▼
サ
サ
ユ
リ

【
開
花
時
期
】
６
月
中
旬
～
下
旬

【
と
こ
ろ
】

み
の
り
の
里　

サ
サ
ユ
リ
保
全
地

▼
ア
ジ
サ
イ

【
開
花
時
期
】

６
月
下
旬
～
７
月
上
旬

【
と
こ
ろ
】

ひ
ば
の
里　

ア
ジ
サ
イ
園

古
民
家
で
浴
衣
フ
ォ
ト
体
験

古
民
家
で
浴
衣
フ
ォ
ト
体
験

　

浴
衣
と
ヘ
ア
メ
イ
ク
で
変
身
！

古
民
家
を
背
景
に
、
夏
の
思
い
出

を
残
し
ま
し
ょ
う
。
一
眼
レ
フ
で

の
撮
影
プ
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。

と
き

６
月
28
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
16
時

（
受
付
は
15
時
ま
で
）

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

参
集
殿

料
金

▪
浴
衣
・
帯
・
小
物
レ
ン
タ
ル　

　

一
式　

千
円

▪
着
付
け
（
中
学
生
以
上
）

　

千
円
／
１
人

▪
兵
児
帯
の
小
学
生
以
下

　

５
０
０
円
／
１
人

▪
一
眼
レ
フ
で
の
撮
影

（
全
デ
ー
タ
渡
し
）
２
２
０
０
円

※
ご
自
分
の
ス
マ
ホ
撮
影
は
無
料

恐
竜
な
ぞ
と
き　
　
　
　
　

恐
竜
な
ぞ
と
き　
　
　
　
　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
！

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
！

　

園
内
に
現
れ
た
恐
竜
を
見
つ
け

出
し
、
伝
説
の
恐
竜
の
謎
を
解
き

明
か
す
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
楽

し
め
る
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と
き　

６
月
13
日
㈯
～
８
月
30
日
㈰

※
土
・
日
・
祝
日
の
み

10
時
～
17
時

（
受
付
は
16
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

つ
ど
い
の
里
き
ゅ
う
の
森
休
憩
所

特
設
テ
ン
ト

（
最
寄
駐
車
場
：
第
３
駐
車
場
）

料
金　
６
０
０
円
／
キ
ッ
ト

※
参
加
者
１
人
に
つ
き
キ
ッ
ト
を

１
つ
購
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※
３
コ
ー
ス
あ
り
。
同
時
購
入
で

通
常
１
８
０
０
円
を
１
５
０
０
円

に
割
引
。

※
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
は
５
月

現
在
の
も
の
で
す
。
記
載
内
容
は

天
候
な
ど
の
理
由
に
よ
り
予
告
な

く
変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
出
掛
け
の

際
に
は
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

県
大
会

初夏の花物語初夏の花物語
７月5日㈰まで開催中！

※期間中の月曜日は休園

被
爆
二
世
健
診

　

被
爆
二
世
の
人
は
健
康
診
断
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者

両
親
の
い
ず
れ
か
が
原
子
爆
弾
被

爆
者
で
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
県
内
在
住
の
人

▼
広
島
被
爆

昭
和
21
年
６
月
１
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

▼
長
崎
被
爆

昭
和
21
年
６
月
４
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

申
し
込
み
方
法

　

専
用
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
受
診
希
望
日
の
２
週
間
前

ま
で
に
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
は
が
き
は
、
保
健
医
療
課

や
各
支
所
地
域
振
興
室
に
あ
り
ま

す
。

※
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
電
子

申
請
が
可
能
で
す
。

申
込
受
付
期
間

６
月
１
日
㈪
～
１
月
31
日
㈰
ま
で

（
消
印
有
効
）

健
診
実
施
期
間

６
月
10
日
㈬
～
２
月
28
日
㈰

（
た
だ
し
精
密
検
査
は
３
月
10
日

㈬
ま
で
）

検
査
費
用

無
料
（
被
爆
二
世
健
診
の
範
囲
に

含
ま
れ
な
い
検
査
は
自
己
負
担
）

受
診
場
所

　

専
用
は
が
き
と
併
せ
て
医
療
機

関
一
覧
表
を
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
被
爆
者
支
援
課

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
１
１
６

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

ダ
ム
の
放
流
に
よ
る　
　
　

増
水
に
注
意

　

本
年
も
出
水
期
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
川
で
の
作
業
や
釣
り
、

子
ど
も
の
水
遊
び
な
ど
に
は
、
十

分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ダ
ム
の
放
流
を
知
ら
せ
る
サ
イ

レ
ン
が
鳴
っ
た
と
き
に
は
、
川
の

水
が
短
時
間
で
急
激
に
増
え
ま
す

の
で
、
直
ち
に
川
か
ら
上
が
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

中
国
電
力
株
式
会
社

☎
０
８
６
６
‐
42
‐
４
５
３
３

そ
の
他

第
47
回
広
島
県
高
等
学
校
空

手
道
選
手
権
大
会

（
４
月
19
日
／
広
島
市
中
区
）

女
子
個
人
組
手　
第
２
位

女
子
団
体
組
手
５
人
制　
優
勝

矢や
ぶ
き吹　

緋あ
か
ね音
（
広
島
国
際
学
院

高
２
年
）

女
子
個
人
組
手　
第
３
位

女
子
団
体
組
手
３
人
制　
第
２
位

三み
か
み上　

那な

な奈
（
呉
港
高
２
年
）

第
25
回
広
島
県
小
学
生　
　

空
手
道
選
手
権
大
会

（
５
月
３
日
／
東
広
島
市
）

小
学
６
年
生
女
子
組
手　
優
勝

祐す
け
む
ね宗　

さ
ち　
（
板
橋
小
６
年
）

小
学
４
年
生
男
子
組
手　
優
勝

矢や
ぶ
き吹　

菜な
つ
き月　
（
板
橋
小
４
年
）

小
学
３
年
生
男
子
組
手　
第
３
位

香か
が
わ川　

駿し
ゅ
ん
か夏　
（
庄
原
小
３
年
）

小
学
１
年
生
女
子
組
手　
第
２
位

矢や
ぶ
き吹　

彩あ
や
は羽　
（
板
橋
小
１
年
）

第
31
回
広
島
県
中
学
生　
　

空
手
道
選
手
権
大
会

（
５
月
４
日
／
東
広
島
市
）

中
学
２
年
生
男
子
形　
第
３
位

石い
し
だ田　

優ゆ
う
ま馬
（
庄
原
中
２
年
）

中
学
２
年
生
女
子
組
手　
第
２
位

鈩た
た
ら
だ
に谷　
　

蘭ら
ん

（
庄
原
中
２
年
）

中
学
１
年
生
女
子
組
手　
第
３
位

矢や
ぶ
き吹　

美み
そ
ら空
（
庄
原
中
１
年
）

男
子
団
体
組
手　
第
３
位

祐す
け
む
ね宗　

吟ぎ
ん
じ治
（
庄
原
中
３
年
）

三み
か
み上　

佳よ
し
き輝
（
庄
原
中
３
年
）

石い
し
だ田　

優ゆ
う
ま馬
（
庄
原
中
２
年
）

女
子
団
体
組
手　
第
３
位

鈩た
た
ら
だ
に谷　
　

蘭ら
ん

（
庄
原
中
２
年
）

矢や
ぶ
き吹　

美み
そ
ら空
（
庄
原
中
１
年
）

市税・保険料の納期限のお知らせ

納期限納期限
６月30日㈫６月30日㈫

■市県民税（普徴）１期
■介護保険料（普徴）１期

　「口座振替」にしている人は、納期限の前日までに残
高確認をお願いします。

税務収納課収納係☎ 0824-73-1511

広報しょうばら／ 2026.6　20 21　2026.6 ／広報しょうばら
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※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

６・７月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
〇草木染め教室（ミント）
　とき　６月29日㈪　①９時～12時  ②13時～16時
▶展示・イベント・販売
〇シルバー人材センター（てしごとの会）
　とき　６月20日㈯・21日㈰　９時～15時
〇愛鳥週間ポスター入賞作品展
　とき　６月15日㈪～６月29日㈪

☎ 0824-75-4411

　市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる
市民ギャラリーです。
▶一本の糸から始まる物語展
とき　７月８日㈬～10日㈮　10時～15時
問アート多愛夢事務局　☎ 0824-72-6405（友永）
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

人の動き （庄原市の人口） 

令和８年４月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３０，０５９人（前年比－７１７人）　
男　　１４，３９４人（前年比－３５８人）　
女　　１５，６６５人（前年比－３５９人）
世帯数　１４，５４１世帯（前年比－１５９世帯）
[ うち外国人 ]　人口　６３２人（前年比 +７１人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１６，１２３人（７，７７７世帯）
○西城地域　　２，６９３人（１，２６０世帯）
○東城地域　　６，２２６人（３，１６０世帯）
○口和地域　　１，６０６人　　（７２７世帯）
○高野地域　　１，３７４人　　（６０７世帯）
○比和地域　　１，０１３人　　（４９６世帯）
○総領地域　　１，０２４人　　（５１４世帯）

広報日記
▶今月号の表紙は、市民の皆さんに「庄原ってやっ
ぱり良いところだな」と、改めて庄原の魅力を感じ、誇
りに思ってもらえるような写真にしたい！との思い
から撮影に臨みました。（おこがましいですが…）
三河内の棚田はいつ見ても壮観ですので、訪れたこ
とのない人は、ぜひ一度足を運んでみてください。
▶国営備北丘陵公園で行われた「たたら製鉄体験」
に初めて参加しました。今回は写真を掲載すること
ができませんでしたが、たくさんの人たちと協力して
何かを成し遂げることの大切さを実感しました。
また来年も参加したいと思います。

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

とき　6 月 22 日㈪ 12 時 15 分～ 12 時 55 分
ところ　市役所本庁舎　１階市民ホール
とき　6 月 22 日㈪ 17 時 30 分～ 18 時 30 分
ところ　東城支所ロビー　１階ホール

出演者　広島バスクラーズ　　
▶品

しながわ
川　秀

ひ で よ
世・・・バスクラリネット

▶藤
ふじおか

岡　恵
え り こ

理子・・・バスクラリネット
▶末

すえなが
永　祐

ゆ み こ
美子・・・バスクラリネット

▶谷
たにぐち

口　里
り な

菜・・・バスクラリネット　※ゲスト
▶金

かねはら
原　俊

たかし
・・・パーカッション　※ゲスト

演奏曲目　亡き王女のためのパヴァーヌ、ベニー
グッドマン・メドレー、宝島ほか
▶品川　秀世
　広島交響楽団首席クラリネット奏者や、数多くの
講師、教授として活動している。
▶藤岡　恵理子
　広島ウインドオーケストラクラリネット奏者や、
講師、教授として活動している。
▶末永　祐美子　
　広島ウインドオーケストラ副代表・クラリネット
奏者や、講師として活動している。
▶谷口　里菜　※ゲスト
　広島ウインドオーケストラに所属し、ソロや室内
楽の演奏活動を行っている。
▶金原　俊　※ゲスト
　広島交響楽団打楽器奏者や、講師、理事として活
動している。

休日診療のご案内

●東城地域

６月・７月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

６月21日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
28日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

７月５日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
12日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
19日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900

　カメラの始まりは、1021 年に
針穴の風景（映像）をスクリー
ンへ投影して絵を描く「カメラ
オブシュキラ（小さな暗い部
屋）」が原点で、カメラの語源はラテン語の“camera”です。
　約 180 年前にフランスで銀板写真（ダゲレオタイプ）が
製作されました。これは世界で初めて実用化された写真技術
で、感光材に銀メッキした銅板を使うため「銀板写真」と呼
ばれ、日本には江戸時代末期にオランダから伝えられました。
　その後、光がレンズを通過し、反転させた像を「ネガフイ
ルム」へ記録し、印画紙へ焼き付ける新しい写真技術が登場
しました。この技術を使ったカメラを「光学式カメラ」といい、
日本とドイツが世界の主要なカメラ生産国として、高性能で
優秀な光学式カメラの製造を行ってきました。その後、電子
（デジタル）技術の進歩でデジタルカメラが開発され、今で
は現像・焼付の暗室作業など、手間と時間のかかる光学式カ
メラから、手軽で便利なデジタル式カメラへ変わっています。
　当館では、大正時代に写真館で使用されていた大型写真機
をはじめ、多くの小型カメラを展示しています。その中には、
「国立科学博物館」で日本の科学技術の“発展と功績”のあっ
た重要な技術遺産として、『未来技術遺産』に登録された“光
学式カメラ５台”と“デジタルカメラ２台”を展示しています。
さらに、撮影した「デジタル映像の記録と再生」を行う「3.5
インチフロッピーディスク」もカメラ展示コーナーへ展示し
ています。ぜひ、当館へお越しいただき、日本の優れたカメ
ラ技術と歴史に触れてみて下さい。

未来技術遺産とは　
　未来技術遺産は、科学技術史資料のうち『科学技術の発達
上重要な成果を示し、次世代に継承していくうえで重要な意
義を持つもの』や『国民生活、経済、社会、文化の在り方に
顕著な影響を与えたもの』を「国立科学博物館」が重要な文
化財として登録する制度です。

未来技術遺産に登録されたカメラ

口和郷土資料館   ☎ 0824-87-2230

開館日 ： 月 ・ 木 ・ 土　９時～ 17 時

フィルムカメラ

デジタルカメラ

挿入
➡

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　７月９日（木） ９時～ 13 時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで http://kunchi-ichi.jp/information.html

７月

庄
原
東
城

食育ってどんなこと？
～毎年６月は食育月間、毎月19日は食育の日～

（１人当たり　エネルギー：204Kcal　塩分：0.8g）
材料（２人分）
▪（Ａ）鶏ひき肉・・・・・・・150g
▪（Ａ）絹ごし豆腐・・・・・・50g
▪（Ａ）しょうゆ・・・・・・・大さじ 1/2
▪（Ａ）酒・・・・・・・・・・小さじ１
▪（Ａ）しょうがすりおろし・・小さじ２
▪（Ａ）にんにくすりおろし・・小さじ２
▪（Ａ）ごま油・・・・・・・・大さじ 1/2
▪（Ａ）小麦粉・・・・・・・・大さじ１
サラダ油・・・適量
作り方
①　（Ａ）をすべてビニール袋に入れて混ぜ合わせる。
②　①を小判型にする。
③　フライパンにサラダ油を熱して、少ない油で揚げ焼
　　きにする。
④　好みの野菜をつけ合わせる。

チキンナゲット　まな板、包丁いらずの簡単レシピ！

食育とは　
　食育とは、さまざまな経験を通じて、「食」に関する知識
と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践するこ
とができる人を育てる取り組みです。
　平成 17 年に食育基本法が施行されて以降、基本計画が策
定される中で、毎年６月を「食育月間」と定め、啓発に取り
組んでいます。

食育とは　
　食育とは、さまざまな経験を通じて、「食」に関する知識
と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践するこ
とができる人を育てる取り組みです。
　平成 17 年に食育基本法が施行されて以降、基本計画が策
定される中で、毎年６月を「食育月間」と定め、啓発に取り
組んでいます。

食育の例
▪毎日、朝食を食べる。
▪よく噛んで食べる。
▪「いただきます」「ごちそうさま」など、食事のあいさつをする。
▪塩分の取りすぎや野菜の摂取不足に気を付ける。
▪食品の廃棄を出さないようにする。
▪地元の農産物を食べるようにする。
▪食品を買うときは栄養成分表示などを確認する。
　これらの他にも、自分が取り組んでいることを振り返った
りして、食育について理解を深めましょう。

食育に感心がある人の割合
（農林水産省「食育に関する意識調査」〔令和７年３月〕）
【食育への関心度】
▪「ある、どちらかといえばある」・・・80.8％
▪「ない、どちらかといえばない」・・・17.9％

【食育に感心のない理由】
１位：食費を安くすることの方が重要だから
２位：他のこと（仕事や趣味など）で忙しいから
３位：「食育」自体についてよくわからないから
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令
和
６
年
８
月
か
ら
進
め
て
き
た

「
東
小
学
校
校
舎
長
寿
命
化
改
修
事

業
」
が
完
了
し
、
４
月
27
日
、
同
校

体
育
館
で
完
成
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
児
童
や
教
職
員
、
工

事
関
係
者
な
ど
約
１
３
０
人
が
出
席

し
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
校
舎

の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
修
で
は
、
劣
化
箇
所
の

修
繕
に
加
え
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や

ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

設
置
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
を
実

施
し
、
教
育
環
境
の
向
上
と
施
設
の

利
便
性
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
児
童
代
表
の
６
年
生
・

延の
ぶ
ち
か近
栞か

ん
な奈
さ
ん
が
、
木
の
香
り
が
広

が
る
玄
関
な
ど
、
新
し
く
な
っ
た
校

舎
の
魅
力
を
紹
介
。

　

ま
た
、
工
事
期
間
中
は
チ
ャ
イ
ム

が
鳴
ら
な
か
っ
た
た
め
、
自
分
で
時

間
を
確
認
し
て
行
動
す
る
習
慣
が
身

に
付
い
た
こ
と
に
も
触
れ
、「
こ
れ
か

ら
も
自
分
た
ち
の
手
で
、
も
っ
と
す

て
き
な
学
校
に
し
て
い
き
た
い
」
と
、

新
し
い
校
舎
へ
の
思
い
を
述
べ
ま
し

た
。

　

式
典
後
の
見
学
会
で
は
、
参
加
者

が
改
修
さ
れ
た
教
室
や
廊
下
な
ど
を

見
学
し
、
工
事
内
容
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
児
童
が
安
心
し
て
学
び
、

快
適
に
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

本
市
は
、
広
島
市
を
中
心
に
圏
域
の

活
性
化
を
進
め
る
広
島
広
域
都
市
圏
の

連
携
協
約
を
広
島
市
と
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
市
が
４
月
１
日
に
加
入
し
た
こ
と

で
、
広
域
都
市
圏
は
広
島
・
山
口
・
島

根
３
県
の
34
市
町
と
な
り
ま
し
た
。

　

広
島
市
役
所
で
行
わ
れ
た
締
結
式

で
、
松ま

つ
い井
一か

ず
み實
市
長
は
「
ま
ず
は
観
光

分
野
で
連
携
し
た
い
。
歴
史
や
古
民
家

を
活
用
し
た
観
光
周
遊
コ
ー
ス
も
企
画

で
き
そ
う
だ
」
と
期
待
を
述
べ
、
ま
た
、

八や
た
が
い谷
恭き

ょ
う
す
け介
市
長
は
「
人
口
減
少
が
進
む

中
、
市
単
独
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
限

界
が
あ
る
。
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大

に
向
け
、
都
市
間
の
連
携
が
重
要
に
な

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

広
島
広
域
都
市
圏
は
、
広
島
市
中
心

部
か
ら
お
お
む
ね
60
キ
ロ
圏
内
の
市
町

で
構
成
さ
れ
、
国
の
制
度
で
あ
る
「
連

携
中
枢
都
市
圏
」
を
活
用
し
な
が
ら
、

圏
域
全
体
の
経
済
成
長
や
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

東小学校がリニューアル　長寿命化改修工事が完了
東小学校校舎長寿命化改修事業の完成式典・見学会

広島広域都市圏に加入　広域連携でにぎわい創出へ
連携中枢都市圏形成に係る連携協約の締結

記念撮影を行う八谷市長（左）と松井市長（右）

校舎を見学する参加者 児童代表挨拶をする延近さん 工事を終え新しくなった東小学校

◀広島広域都市圏
　ホームページ
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